
      □

第

33
回

丹

沢

湖

マ

ラ

ソ

ン

大

会

を

開

催

し

ま

す 

 
 

丹

沢

の
山

々
が
秋

色

に
染

ま
る

頃

、
今

年

も
「
丹

沢

湖

マ
ラ
ソ
ン
大

会

」
が
開

催

さ
れ
ま
す
。 

町

内

外

と
の
幅

広

い
交

流

を
深

め
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興

と
地

域

振

興

の

推

進

を
図

る
こ
と
を
目

的

と
し
て
、

昭

和

5 4
年

か
ら
始

め
た
こ
の
大

会

も
第

3 3
回

目

と
な
り
ま
す
。 

コ
ー
ス
は
、
日

本

陸

上

競

技

連

盟

公

認

の
ハ
ー
フ
（
２
１
．
０
９
７
５
キ

ロ
）
、
１０
キ
ロ
、
６
キ
ロ
、
３
キ
ロ
（
中

学

生

の
み
）
で
、
性

別

、
年

代

別

の
2 6

部

門

に
分

か
れ
て
行

い
ま
す
。
ま
た
、

参

加

者

に
は
、
中

川

温

泉

入

浴

割

引

券

や

種

目

ご
と
に
ラ
ッ
キ
ー

賞

等

が
贈

呈

さ
れ
、
レ
ー
ス
後

に
は 

    

     

バ
ナ
ナ
や
し
し
汁

な
ど
を
用

意

し
て
、

も
て
な
し
を
し
て
い
ま
す
。
当

日

は
、 

皆

様

の
応

援

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し

ま
す
。 

◎
日 

程 

平

成

2 3
年

1 1
月

２７
日

（
日

） 

 
 

開 

会 

式 

９
時

1 0
分

～ 

 
三

保

中

学

校

グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 

ス
タ
ー
ト
時

間 

 
 

 
 

３
キ
ロ
・
６
キ
ロ 

1 0
時 

 
 

 
 

１０
キ
ロ 

 
 

 
 

1 1
時 

 
 

 
 

ハ
ー
フ
（
公

認

コ
ー
ス
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1 1
時

2 0
分 

◎
問

合

せ 

 

丹

沢

湖

マ
ラ
ソ
ン
実

行

委

員

会

事

務

局 
 

生

涯

学

習

課

内

 

 
 

 

（
電

話

7

5-

1

1

5

5
） 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
・
・
／
／
ｗ
ｗ
ｗ
．
ｔ
ａ
ｎ
ｚ
ａ

ｗ
ａ
ｋ
ｏ
ｍ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
．
ｏ
ｒ
ｇ

／ 

 

 

 

 

□

教

育

委

員

会

の

審

議

事

項 

平

成

23
年 

（

第

六

回

か

ら

第

八

回

・

協

議

会

） 

○
第

六

回

（
６
月

2 3
日

） 

一

平

成

2 3
年

度

山

北

町

育

英

奨

学

生

の
決

定

に
つ
い
て 

一

山

北

町

パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場

条

例

施

行

規

則

の
制

定

に
つ
い
て 

○
協

議

会

（
６
月

2 3
日

） 

一

少

年

の
主

張

作

文

審

査

結

果

に
つ
い
て 

一

第

6 0
回

足

柄

上

郡

総

合

体

育

大

会

に
つ
い
て 

一

第

1 1
回

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
丹

沢

湖

に
つ
い
て 

○
第

七

回

（
７
月

2 1
日

） 

一

平

成

2 4
～

2 7
年

度

使

用

中

学

校

教

科

書

の
採

択

に
つ
い
て 

○
協

議

会

（
７
月

2 7
日

） 

一

第

1 1
回

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
丹

沢

湖

の
結

果

に
つ
い
て 

○
第

八

回

（
７
月

2 7
日

） 

一

平

成

2 4
～

2 7
年

度

使

用

中

学

校

教

科

書

の
採

択

に
つ
い
て 

一

平

成

2 4
年

度

使

用

小

学

校

教

科

書

の
採

択

に
つ
い
て 

一

平

成

2 4
年

度

使

用

一

般

図

書

の
採

択

に
つ
い
て 

 
 



□

1 2
月

3
日

（

土

）

に

、

人

権

問

題

講

演

会

を

開

催

し

ま

す 

  

私

た
ち
は
誰

も
が
大

切

に
さ
れ
、

生

き
生

き
と
輝

い
た
生

活

を
し
た
い

と
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

山

北

町

で
は
、
「
人

権

の
大

切

さ
」
を
全

町

民

で
考

え
る
た
め
に
、

毎

年

1 2
月

の
人

権

週

間

に
ち
な
ん

で
「
人

権

問

題

講

演

会

」
を
開

催

し
て
い
ま
す
。 

 

本

年

度

の
講

師

は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
と
な
っ
た
「
世

界

が
も
し
１
０
０
人

の
村

だ
っ
た
ら

」
の
作

者

で
あ

り
、

「
世

界

平

和

ア
ピ
ー
ル
７
人

会

」
の

メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
、
池

田

香

代

子

さ
ん
で
す
。
世

界

中

の
苦

し
い
立

場

に
お
か
れ
て
い
る
多

く
の
人

々
に
手

を
差

し
伸

べ
、
平

和

を
願

っ
て
活

動

を
続

け
ら
れ
て
き
た
池

田

さ
ん
に
、

「
１
０
０
人

の
村

、
あ
な
た
も
こ
こ
に

生

き
て
い
ま
す

」
と
い
う
演

題

で
ご

講

演

を
い
た
だ
き
ま
す
。
私

た
ち
に

な
に
が
で
き
る
の
か
、
あ
ら
た
め
て
考

え
る
う
え
で
の
貴

重

な
機

会

と
し
て

計

画

い
た
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
皆

様

お
誘

い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参

加

く

だ
さ
い
。 

◎
日 

時 

 

平

成

2 3
年

1 2
月

３
日

（
土

） 

 

午

後

１
時

3 0
分

～
３
時

3 0
分 

 

（
午

後

１
時

よ
り
受

付

・
開

場

） 

 

入

場

無

料

（
当

日

受

付

） 

 

◎
場 

所 

 

町

立

中

央

公

民

館

多

目

的

ホ

ー
ル 

◎
講 

師 

 

池 

田 

香 

代 

子

 

さ
ん 

◎
演 

題 

 
「
１
０
０
人

の
村

、
あ
な
た
も
こ
こ

に
生

き
て
い
ま
す
」 

◎
問

合

せ 

 

生

涯

学

習

課 

 
 

 

（
電

話

７
５-
３
６
４
９
） 

 □

第

11

回

カ

ヌ

ー

マ

ラ

ソ

ン

Ｉ

Ｎ

丹

沢

湖

を

開

催

し

ま

し

た 

  

７
月

1 8
日

（
月

・
祝

）
に
第

1 1
回

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
Ｉ
Ｎ
丹

沢

湖

が
開

催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今

年

は
岩

手

県

か
ら
兵

庫

県

ま

で
、
全

国

各

地

か
ら
２
３
２
艇

２
８

０
名

の
カ
ヌ
ー
愛

好

家

が
丹

沢

湖

に
集

結

し
ま
し
た
。
小

麦

色

に
日

焼

け
し
た
選

手

た
ち
は
、
日

ご
ろ
の

練

習

の
成

果

を
発

揮

し
よ
う
と
、

色

と
り
ど
り
の
カ
ヌ
ー
で
、
丹

沢

の

自

然

の
中

を
楽

し
く
爽

や
か
に
走

り
抜

き
ま
し
た
。 

 □

青

少

年

健

全

育

成

大

会

を

開

催

し

ま

し

た 

  

７
月

２
日

（
土

）
、
中

央

公

民

館

で
、
家

庭

・
地

域

・
学

校

が
一

体

と

な
っ
て
、
青

少

年

を
非

行

か
ら
守

ろ

う
と
、
青

少

年

健

全

育

成

大

会

が

開

催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

大

会

で
は
、
少

年

の
主

張

作

文

コ

ン
ク
ー
ル
の
表

彰

式

や
、
最

優

秀

の

４
人

に
よ
る
作

文

の
発

表

が
行

わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
桂

 

才

賀

 

師

匠

を
講

師

に
招

き
、
「
少

年

院

面

接

委

員

が
語

る
現

代

青

少

年

の

心

 

子

ど
も
を
叱

れ
な
い
大

人

た
ち

へ
」
と
題

し
た
講

演

を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

□

山

北

中

学

校

の

「

二

宮

金

次

郎

」

像

を

、

修

復

移

設

し

ま

し

た 

  

二

宮

尊

徳

の
没

後

、
１
０
０
年

祭

記

念

と
し
て
、
昭

和

3 0
年

７
月

2 3

日

に
寄

贈

さ

れ
た
二

宮

金

次

郎

像

は
、
こ
れ
ま
で
多

く
の
山

北

中

学

校

の
生

徒

を
見

守

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
修

復

が
必

要

と
な
っ
た

た
め
修

復

し
７
月

2 6
日

に
職

員

玄

関

側

に
移

設

を
し
ま
し
た
。 

  

 

  


